
 

会議録 

 

平成２７年度 滝川市高齢者・障がい者虐待防止ネットワーク代表者会議 会議録 
                                              

日 時 平成２７年１２月７日（月曜日）午前１０時３０分～午前１１時４０分 

開催場所 滝川市まちづくりセンターみんくる 

出席者 別紙出席者名簿 

議 事 

１ 開 会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議 題 

(１) 平成２５年度～平成２７年度滝川市高齢者・障がい者虐待現状報告 

事務局）資料に基づき説明を行った。 

(２) 事例報告 

事務局）資料に基づき説明を行った。 

(３) 意見交換 

委 員）虐待はどこの時代でも起こりうる。虐待をされる方も大変だが、虐待をし 

    てしまう方（養護者）への対応（ケア）・対策も重要ではないか。 

委 員）虐待防止に向けて地域としてどう対応し、どう解決（ケア）していくのか 

    が、今後の課題ではないか。 

委 員）今回の研修会で終わるのではなく、話を拡げ、地域として、滝川市として 

    どういう対応の仕方が可能なのか良いのかを徐々に話合って具体的な行動 

    にしていければと思う。 

委 員）地域で生活している方個人の尊厳をこのような研修会で学習しながら、滝 

    川市の高齢者・障がい者の虐待防止を考えていく必要があると思う。 

委 員）老老介護っていうような時代の中で、介護される人も介護する人もどちら 

    に対してもサポートが必要だと思う。現在、社会全体が在宅生活に動いて 

    いるが、２０２５年に向けて、介護している人こそサポートするような体 

    制が必要かなと思う。 

委 員）若い人にこそ、このような話を聞かせてあげ、滝川市全体が高齢者に向け 

    て勉強していく必要があると思う。 

委 員）市役所としても保健福祉部という部署だけでは限界がある。地域というこ 

    とになれば、町内会や民生委員などの部署とも連携しながら、徐々に取り 

    組んでいただきたいなと思う。 

委 員）いかなる場合にも介護している側に余裕がないと今回の事例のような形に 

    なってしまうのかなと思う。経済的、精神的に追い詰められている方が介 

    護すると、そのようなことをしてしまうのかなと思う。施設としては、職 



 

    員が孤立しないように心掛けている。 

委 員）介護している方を支えていくことが必要。普段の苦労を労っていくとか、 

    余裕を持っていただけるように接することを心掛けている。 

委 員）地域の中でどうやって予防していくのか防止していくのかをいろいろな会 

が横断的になって、組織・地域づくりを進めていく必要があると思う。特 

に認知症は、初期の段階でどうやってキャッチしてどうやってフォローア 

ップしていくのかが重要で、現在、介護保険では取り組んでいるが、横断 

的でないと中々難しいと考えている。また、このような会議の中での事例 

の積み重ねが大事なことだと考える。 

 

４ その他 

事務局）滝川市高齢者虐待防止対応マニュアルの変更について説明を行った。 

 

５ 閉 会 

 

会議資料 

資料 平成２７年度滝川市高齢者・障がい者虐待防止ネットワーク代表者会議次第 

平成２５年度～２７年度滝川市虐待報告（高齢者、障がい者） 

   滝川市高齢者虐待防止相談対応マニュアル 

                                              
  


